
仏
国
の
革
命
乱
引
続
き
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
乱
の
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
二
百
年
引
続
い
て
我
が
海
外
貿
易
の
一
半
、
殊
に
そ
の
欧
羅
巴
貿
易
を

一
手
に
占
断
し
居
た
る
和
蘭
の
東
洋
に
於
け
る
勢
力
も
一
時
は
東
洋
領
地
の
喪
失
に
よ
り
て
殆
ん
ど
絶
え
な
ん
と
す
る
ば
か
り
に
な
り
し
が
、

シ
ー
ボ
ル
ト
と
彼
の
日
本
文
化
へ
の
影
響

呉
秀
三

（
校
注
岡
田
靖
雄
）
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シ
ー
ポ
ル
ト
が
日
本
に
関
す
る
研
究
及
び
知
識
は
一
つ
は
彼
が
渡
来
の
当
初
是
迄
の
藺
館
学
者
（
即
ち
医
師
と
い
っ
て
も
よ
い
位
殆
ん
ど
皆
医
師

な
り
き
）
が
皆
然
り
し
如
く
出
島
と
云
ふ
長
崎
市
辺
の
一
小
築
島
及
び
後
に
活
動
区
域
を
拡
大
さ
れ
て
長
崎
に
於
て
得
た
る
も
の
、
又
一
つ
は

彼
が
初
め
は
毎
年
、
中
に
は
隔
年
、
後
に
は
五
年
目
に
和
蘭
人
が
な
せ
る
江
戸
参
府
の
旅
行
中
に
於
て
得
た
る
も
の
な
り
。

先
づ
彼
が
長
崎
に
於
い
て
の
研
究
及
び
其
周
囲
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て
述
ぶ
べ
し
。
彼
は
一
八
一
三
一
年
に
出
島
に
到
着
し
て
よ
り
、
そ
の

学
問
才
識
は
早
く
も
日
本
人
間
に
称
へ
ら
れ
、
長
崎
近
傍
よ
り
漸
次
諸
方
に
敷
及
し
て
遂
に
は
北
海
道
の
方
に
も
延
び
た
り
。
是
迄
蘭
館
の
医

師
は
広
く
自
由
に
日
本
人
（
医
師
な
り
と
も
）
と
交
際
す
る
を
許
さ
れ
ず
、
た
型
出
島
構
内
に
於
て
少
数
の
範
囲
な
る
医
師
に
接
し
、
又
そ
の

媒
介
に
よ
り
て
ｒ
極
希
に
破
格
的
に
病
人
を
診
療
す
る
の
み
な
り
し
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
時
に
は
そ
の
名
の
高
く
な
れ
る
と
と
も
に
長
崎
奉
行

謂
は
る
坐
に
至
り
た
り
。
余
は
此
篇
に
邦

功
績
を
本
と
し
て
陳
述
を
試
象
ん
と
す
。

シ
ー
ポ
ル
ト
は
一
八
二
○
年
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
を
卒
業
し
て
暫
時
そ
の
近
芳
の
地
に
開
業
し
て
あ
り
し
が
、
和
蘭
の
右
の
如
き
政
策
あ

る
を
間
き
て
、
平
生
の
志
望
承
已
難
く
自
か
ら
和
蘭
に
赴
き
て
其
任
に
当
ら
ん
こ
と
を
希
望
し
、
遂
に
許
容
せ
ら
れ
て
第
一
の
衛
生
士
官
と
し

て
一
八
一
三
年
三
月
爪
畦
に
到
着
し
、
総
督
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
力
。
ヘ
ル
レ
ン
ぐ
．
〔
一
・
９
胃
斤
国
の
命
令
に
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
、
胃
↓
冒
爵
い
‐

日
易
巨
且
診
易
§
目
ｑ
・
葛
①
ざ
胃
Ｅ
】
の
ａ
⑦
ｏ
の
唖
。
ご
ｏ
胃
①
煙
９
片
目
胃
胃
冒
号
冒
．
ｚ
昌
昌
さ
扇
呂
９
．
旨
且
詞
①
胃
且
２
画
具
牙
乏
巴
二
．
庁
を
自
分
に

も
期
し
て
乏
冨
ｇ
唾
号
農
の
ぐ
国
の
言
円
目
目
印
段
丘
閏
の
局
の
○
幕
号
⑦
ａ
に
臨
ま
ん
と
も
辞
せ
ざ
る
決
心
を
以
て
、
此
遙
か
な
る
東
国
日

本
に
来
れ
り
。
二
十
八
歳
の
青
年
と
し
て
気
鋭
く
志
確
く
医
学
動
植
物
学
は
本
来
素
養
の
学
問
な
り
。
人
類
学
人
種
学
言
語
学
・
地
文
学
は
多

年
の
間
に
漸
染
し
て
忘
れ
得
ぬ
知
識
な
り
、
彼
は
我
日
本
に
関
す
る
万
有
学
上
の
講
究
、
人
種
学
上
の
研
索
、
制
度
・
政
治
・
産
業
・
学
芸
等

の
取
調
を
了
り
、
日
本
の
国
土
人
民
を
知
悉
し
て
日
蘭
貿
易
の
発
達
に
資
せ
ん
と
し
、
学
識
の
深
遠
な
る
と
用
意
の
慎
重
な
る
と
は
大
い
に
東

印
度
政
府
が
当
初
の
目
的
に
副
ひ
て
遂
に
日
蘭
外
交
の
十
九
世
紀
に
於
け
る
棹
尾
の
振
興
を
促
が
し
身
自
か
ら
は
日
本
近
代
文
化
の
扶
植
者
と

謂
は
る
坐
に
至
り
た
り
。
余
は
此
篇
に
於
て
彼
が
我
日
本
に
学
問
上
・
文
化
上
に
与
へ
た
る
影
響
に
就
い
て
、
主
と
し
て
日
本
に
残
さ
れ
た
る

成
し
た
る
な
り
。
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の
。
巨
ぐ
①
旨
の
胃
も
特
に
彼
の
一
週
何
回
と
云
ふ
制
限
は
あ
り
な
が
ら
長
崎
市
中
に
出
で
て
吉
雄
又
楢
林
と
云
ふ
医
師
の
家
又
塾
に
臨
み
て
診
療

す
る
こ
と
を
許
し
、
遂
に
は
一
大
破
格
を
以
て
市
の
東
南
郊
の
鳴
滝
と
い
ふ
所
に
土
地
家
屋
を
求
め
て
、
こ
上
に
諸
生
を
置
き
又
一
週
一
回
、

出
張
し
て
治
療
も
し
、
講
義
も
す
る
こ
と
を
許
す
に
至
り
、
そ
れ
よ
り
前
又
か
く
の
如
く
な
り
て
日
本
の
其
頃
の
学
生
は
河
の
海
に
注
ぐ
如

く
、
星
の
北
斗
に
向
ふ
如
く
相
ひ
聞
き
相
ひ
誘
ひ
争
ふ
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
膝
下
に
来
り
て
其
教
を
受
け
其
談
を
聞
か
ん
と
し
、
之
に
つ
け
て

は
又
四
方
の
病
人
も
多
数
に
こ
上
に
集
ま
っ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
治
療
を
受
け
た
り
。
彼
自
か
ら
記
し
て
云
ふ
一
団
。
丘
芝
凹
ａ
ｚ
措
画
閻
置
号
再

留
日
日
の
せ
２
Ｎ
萱
忌
日
唾
。
胃
寓
卑
２
且
①
の
胃
。
息
胃
胃
局
乏
尉
唖
ｇ
唖
。
富
津
．
く
。
ご
烏
の
”
の
日
産
①
旨
ｇ
崗
巨
目
員
の
口
扇
耳
２
２
の
陰
呂
巴
冒
豐
胃
昏

の
昌
昌
①
目
角
聾
国
匡
乏
冨
①
易
。
冨
窒
甘
胃
局
国
匡
巨
目
ｍ
Ｅ
ａ
冒
詳
曽
冒
冒
昌
９
①
く
①
号
旨
旦
居
掲
口
胃
局
§
い
」
§
凹
凰
、
ｏ
冨
崩
風
呂
四
口
い
）
）
色
目
国
○
Ｆ
目

食
昌
層
。
畠
ご
）
．
余
は
此
言
を
以
て
少
し
も
誇
張
あ
り
と
は
認
め
得
ざ
る
な
り
。
此
時
に
当
り
て
時
勢
は
ケ
ン
プ
ェ
ル
、
チ
ュ
ン
、
ヘ
リ
ー
等
彼
の

前
駆
者
が
渡
来
せ
し
時
と
は
大
分
に
進
展
し
て
、
日
本
に
於
け
る
西
洋
学
川
の
情
勢
も
進
歩
し
居
た
り
し
か
ば
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
学
問
及
び
研

究
に
付
い
て
理
解
も
し
、
助
力
し
た
る
も
の
も
多
か
り
し
。
是
れ
シ
ー
ポ
ル
の
功
業
を
恢
弘
し
た
る
所
以
な
り
き
。
此
時
の
長
崎
奉
行
高
橋
越

前
守
（
一
七
五
八
’
一
八
三
三
）
は
嘗
て
松
前
奉
行
と
し
て
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
事
件
を
処
置
し
て
誉
れ
あ
り
し
人
に
て
、
此
人
の
好
意
は
学
問
の
受
業

の
た
め
出
島
に
出
入
す
る
こ
と
を
許
し
、
当
時
の
町
年
寄
（
市
長
）
高
島
四
郎
太
夫
（
一
七
九
八
’
一
八
六
六
）
（
幕
末
に
有
名
な
る
西
洋
兵
学
家
）
久

松
碩
二
郎
（
一
七
九
六
’
一
八
三
七
）
の
兄
弟
（
苗
字
は
違
へ
ど
実
の
兄
弟
な
り
）
が
日
本
の
学
者
又
医
師
と
の
交
際
又
外
出
治
療
に
便
宜
を
与
へ
、

か
共
る
故
を
以
て
な
ら
ん
、
通
詞
の
頭
領
た
る
石
橋
助
左
衛
門
（
一
七
五
七
’
一
八
三
七
）
・
当
時
随
一
の
蘭
語
学
者
吉
雄
椴
之
助
（
一
七
八
五
’

一
八
三
一
）
其
他
の
通
詞
及
び
長
崎
の
医
師
吉
雄
幸
載
（
一
七
八
八
’
一
八
六
六
）
・
楢
林
宗
建
（
一
八
○
二
’
一
八
五
二
）
・
楢
林
榮
建
（
一
八
○
一

’
一
八
七
五
）
等
が
好
意
と
熱
心
と
を
以
て
、
そ
の
事
業
を
助
け
た
る
な
り
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
に
於
て
そ
の
門
下
生
と
し
て
薫
陶
せ
る
人

之
の
中
に
は
俊
才
の
人
傑
出
の
士
多
か
り
し
中
に
も
、
シ
ー
ポ
ル
ト
自
身
書
き
置
き
た
る
湊
長
安
（
一
八
三
八
死
）
・
美
馬
順
三
（
一
七
九
五
’

一
八
二
五
）
・
岡
研
介
（
一
七
九
九
’
一
八
三
九
）
・
平
井
海
蔵
・
高
良
齋
（
一
七
九
九
’
一
八
四
六
）
・
山
口
行
齋
（
一
七
八
五
’
一
八
三
二
）
等
（
此

中
美
馬
は
賀
川
氏
の
産
論
・
石
坂
氏
の
鍼
治
説
を
蘭
訳
し
て
《
《
ぐ
閂
冨
昌
号
冒
鴨
目
く
圏
昌
§
層
§
旨
麗
ｇ
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
“
９
名
ぐ
ｐ
目
尻
匡
昌
の
口
ｇ
三
『
２
２
唖
号
！
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脚
弓
目
ご
〕
Ｚ
。
、
己
ｇ
ｚ
ｏ
・
崖
に
載
せ
た
る
は
日
本
人
の
医
学
上
文
献
の
欧
文
雑
誌
に
載
り
た
る
噛
矢
な
る
べ
し
）
の
他
に
、
外
科
に
長
じ
て
開
国
の

藩
侯
伊
達
宗
城
の
侍
医
と
な
り
し
二
宮
敬
作
（
一
八
○
四
’
一
八
六
二
）
・
徳
川
幕
府
の
侍
医
長
と
し
て
蘭
医
の
巨
檗
と
し
て
勢
望
権
威
の
隆
々

タ
ケ
ノ
ウ
チ

た
り
し
伊
東
玄
朴
（
一
八
○
○
１
一
八
七
一
）
と
戸
塚
静
海
（
一
七
九
九
’
一
八
七
六
）
・
竹
内
玄
同
（
一
七
九
五
’
一
八
八
○
）
等
三
人
・
佐
賀
藩
の

シ
ユ
ウ
ヒ
ッ

侍
医
大
石
良
英
（
一
八
六
五
死
）
・
長
州
藩
の
侍
医
兼
教
授
青
木
周
弼
・
加
州
藩
の
侍
医
兼
教
授
黒
川
良
安
（
一
八
一
七
’
一
八
九
○
）
・
京
都
に

テ
イ
サ
イ

於
て
種
痘
所
を
開
き
て
盛
名
あ
り
し
日
野
鼎
哉
（
一
七
九
七
’
一
八
五
○
）
・
製
船
と
兵
学
と
に
て
水
戸
藩
の
教
授
た
り
し
幡
崎
鼎
・
水
戸
の
本

間
と
称
へ
ら
れ
外
科
を
以
て
神
の
如
く
敬
重
さ
れ
し
本
間
玄
調
（
一
八
○
四
’
一
八
七
二
）
な
ほ
徳
川
幕
府
の
末
年
に
開
藩
を
主
侶
し
て
国
事
犯

お
ぜ
き
（
２
）

に
間
は
れ
間
は
れ
ん
と
し
て
、
自
刃
し
て
王
政
復
古
の
魁
と
し
て
有
名
な
る
高
野
長
英
（
一
八
○
四
’
一
八
五
○
）
小
關
三
英
（
一
七
八
七
’
一
八

三
九
）
な
ど
も
皆
其
頃
長
崎
に
留
学
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
門
下
に
あ
り
し
も
の
な
り
。
此
の
如
き
人
々
を
介
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
学
問
知
識
は

此
時
の
糸
な
ら
ず
其
後
永
く
我
邦
に
伝
は
り
種
灸
の
方
面
に
於
て
我
邦
近
時
の
文
化
的
開
拓
を
な
し
た
る
な
り
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
長
崎
に
於
て

医
術
を
施
し
医
学
を
教
へ
夙
に
植
物
園
を
出
島
鳴
滝
に
置
き
な
ど
し
て
植
物
学
上
其
他
万
有
学
の
知
識
を
我
に
伝
へ
し
の
み
な
ら
ず
彼
は
前
掲

の
目
的
に
も
あ
る
如
く
日
本
の
国
土
、
地
理
歴
史
・
人
類
学
上
人
種
学
上
の
研
究
な
ど
は
或
は
学
生
に
問
題
と
し
て
求
め
そ
の
答
案
に
よ
り
て

之
を
知
り
、
或
は
此
の
如
き
人
々
及
び
幾
多
の
患
者
又
そ
の
親
戚
知
人
よ
り
教
授
上
又
は
治
療
を
受
け
た
る
謝
礼
の
意
味
に
於
て
各
方
面
・
各

地
域
よ
り
賀
さ
れ
た
る
材
料
に
よ
り
て
こ
れ
を
得
た
り
。

シ
ー
ポ
ル
ト
が
江
戸
参
府
に
よ
り
て
得
た
る
知
識
は
更
に
之
を
増
し
た
る
も
の
あ
り
し
な
り
。
一
八
一
三
年
に
来
朝
し
て
長
崎
に
滞
在
す
る

こ
と
満
二
年
半
、
彼
の
研
究
材
料
は
既
に
中
々
に
豊
富
な
り
し
な
り
、
さ
れ
ど
此
度
は
数
百
里
を
内
地
を
貫
ぬ
き
て
多
数
の
人
々
に
接
し
、
多

数
の
状
景
を
察
し
そ
の
国
土
、
其
建
設
、
そ
の
間
に
行
は
る
為
風
俗
習
慣
な
ど
を
実
際
に
目
撃
、
聴
受
し
た
る
こ
と
、
彼
に
伴
な
へ
る
公
吏
の

他
に
日
本
の
四
医
師
（
前
に
挙
げ
た
る
湊
・
高
・
二
宮
の
他
に
渡
邊
幸
造
あ
り
）
、
画
師
と
し
て
長
崎
以
来
親
く
せ
る
川
原
慶
賀
（
シ
ー
ボ
ル
ト
の
紀
行

に
は
弓
号
唖
呉
の
と
あ
り
）
な
ど
に
て
、
終
り
の
医
師
が
治
療
手
術
に
助
手
と
し
て
働
き
し
外
に
湊
は
殊
に
植
物
・
動
物
の
採
集
に
力
を
添
へ
し

如
く
、
蘭
館
書
記
と
し
て
同
行
せ
る
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
は
鉱
物
の
採
集
、
化
学
的
の
研
索
を
分
担
し
、
川
原
は
到
る
処
に
於
て
景
色
又
植
物
の
ス
ヶ
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ツ
チ
を
な
し
た
り
（
慶
賀
の
画
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
著
書
『
日
本
』
及
植
物
志
《
《
昌
弓
。
国
ご
】
《
堂
。
圖
冨
冒
国
目
》
）
の
中
に
も
載
せ
た
り
）
。
至
る
所
に
於
て

シ
ー
ポ
ル
ト
が
か
上
る
人
為
を
伴
ひ
て
、
そ
の
経
履
及
観
察
を
遂
げ
て
自
か
ら
知
り
之
に
問
ひ
質
し
て
見
得
た
る
こ
と
は
彼
が
今
日
吾
人
に
残

し
た
る
見
識
を
造
り
、
そ
の
智
得
を
増
し
た
る
こ
と
勿
論
な
る
が
、
此
旅
行
に
於
て
彼
が
至
る
所
に
於
て
接
見
し
た
る
は
皆
当
時
有
名
な
る
学

者
殊
に
医
師
な
り
ぎ
。
そ
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
《
閃
①
冨
目
Ｐ
３
号
日
国
○
諒
号
唖
聖
ｏ
唱
局
》
〉
の
中
に
記
し
た
る
所
に
よ
り
て
知
る
べ
く
。
そ
の
人

ヨ
シ
ア
キ

（
刈
袈
）
ヒ
ロ
シ

之
は
京
都
に
て
小
森
義
啓
（
国
冒
邑
。
吻
胃
）
（
一
七
八
二
’
一
八
四
三
）
・
新
宮
碩
（
国
。
国
）
（
一
七
八
七
’
一
八
五
四
）
、
名
古
屋
（
宮
）
に
て
水
谷
助

ソ
ン
シ
ソ

六
（
国
』
百
８
百
）
（
一
七
九
一
’
一
八
三
三
）
・
伊
藤
圭
介
（
〆
①
冒
濡
）
（
一
八
○
三
’
一
九
○
一
）
・
大
河
内
存
真
（
○
冒
尉
鼠
。
昌
冒
）
（
一
七
九
六
’
一
八

八
三
）
・
江
戸
即
ち
今
の
東
京
に
て
、
大
名
に
て
島
津
・
奥
平
両
侯
等
藺
学
晶
眞
の
外
に
桂
川
甫
賢
（
言
胃
冒
こ
い
胃
冒
昌
２
唖
）
（
一
七
九
七
’
一
八

四
四
）
・
宇
田
川
椿
庵
Ｑ
ｇ
ご
）
（
一
七
九
八
１
一
八
四
六
）
・
大
槻
玄
澤
（
？
貝
。
百
）
（
一
七
五
七
’
一
八
二
七
）
・
最
上
徳
内
（
胃
。
鴇
昌
弓
官
昌
）

（
一
七
五
四
’
一
八
一
三
ハ
）
・
高
橋
作
左
衛
門
（
国
。
胃
吋
。
回
。
目
〕
９
号
目
）
（
一
七
八
五
’
一
八
二
九
）
・
石
坂
宗
哲
（
普
骨
の
９
（
里
七
八
○
’
一
八
四
○
）
・

栗
本
瑞
見
（
普
】
ぬ
２
）
（
一
七
五
六
’
一
八
三
四
）
等
に
し
て
此
外
に
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
（
シ
ー
ポ
ル
ト
自
の
云
ふ
一
八
二
八
年
の
《
《
胃
ｇ
鴇
己
目
目
‐

は
墓

吻
匡
。
冒
晶
ご
）
と
関
係
深
か
り
し
幕
府
の
侍
医
土
生
玄
碩
（
一
七
六
八
’
一
八
五
四
）
及
び
シ
ー
ポ
ル
ト
が
其
著
『
日
本
』
の
中
に
挙
げ
た
る
「
東
燵

紀
行
」
（
農
目
ａ
ｓ
菌
巨
園
百
葛
》
シ
ー
ポ
ル
ト
の
『
日
本
』
に
か
く
記
す
）
の
著
者
、
間
宮
林
蔵
（
四
目
“
。
）
（
一
七
七
五
’
一
八
四
四
）
に
つ
き
て
は
甲
は
た

学
術
の
初
期
に
於
け
る
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
と
し
、
小
森
は
京
都
地
方
に
於
け
る
蘭
法
実
地
医
家
と
し
．
又
皇
室
の
侍
医
と
し
て
共
に
西
洋
学
術
又
医

学
に
関
す
る
著
書
も
多
く
、
桂
川
・
栗
本
・
宇
田
川
は
其
学
問
才
識
を
以
て
徳
川
家
又
地
方
藩
侯
の
侍
医
と
し
て
何
れ
も
日
本
人
の
普
く
敬
重

せ
る
学
者
に
し
て
、
栗
本
は
烏
・
魚
・
虫
等
に
つ
き
て
名
あ
る
専
門
本
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
著
は
し
桂
川
が
蝦
夷
の
本
草
に
つ
き
、
石
鍍
の
蒐
集
に

つ
い
て
シ
ー
ポ
ル
ト
を
碑
益
し
た
こ
と
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
記
載
す
る
所
な
り
。
水
谷
は
名
古
屋
地
方
の
有
数
な
る
植
物
学
者
に
し
て
其
頃
既
に

シ
ス
テ
ム

リ
ン
ネ
目
ご
鼠
の
系
統
に
よ
り
て
日
本
の
植
物
に
一
々
羅
典
名
を
附
け
居
た
る
に
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
注
目
を
惹
き
た
り
と
い
ふ
。
伊
藤
圭
介
は

そ
の
門
人
に
し
て
、
後
に
直
接
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
と
な
り
明
治
中
植
物
学
の
泰
斗
と
し
て
理
学
博
士
男
爵
と
な
り
し
人
な
り
。
特
に
毛
色
の

だ
眼
科
医
と
し
て
紀
行
中
に
挙
げ
ら
れ
‐
（
其
名
は
云
は
ず
）
、
乙
は
其
著
書

の
殆
ん
ど
全
部
の
翻
訳
記
載
あ
る
の
象
。
此
中
大
槻
は
日
本
の
西
洋
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長
崎
に
於
け
る
と
、
江
戸
参
府
と
往
復
旅
中
と
に
得
た
る
知
識
的
及
物
質
的
材
料
の
整
頓
編
輯
は
彼
の
有
名
な
る
『
日
本
』
と
な
り
て
、
世

間
に
発
表
せ
ら
れ
、
十
九
世
紀
の
前
半
に
於
て
我
二
百
年
来
ケ
ン
プ
ェ
ル
が
《
今
の
旨
の
旨
。
ｇ
①
邑
狩
。
弓
９
．
昌
祠
》
ゞ
と
云
ひ
た
る
程
に
内
外
人
と

も
に
当
然
と
し
て
堅
く
鎖
鋼
し
た
る
此
日
本
を
広
く
詳
し
く
正
く
確
か
に
世
界
に
紹
介
し
た
る
な
り
。
彼
が
日
本
に
関
す
る
記
事
を
見
よ
、
彼

が
図
画
に
よ
り
て
紹
介
し
た
る
日
本
の
国
土
人
民
風
俗
習
慣
日
用
の
施
設
器
具
其
他
を
見
て
、
彼
が
如
何
に
そ
の
材
料
を
十
分
に
豊
富
に
拾
集

し
た
る
か
如
何
に
日
本
を
正
直
に
割
合
に
誤
謬
な
く
世
界
の
眼
前
に
明
ら
か
に
表
現
し
た
る
か
を
見
よ
。

然
る
に
一
八
二
八
年
シ
ー
ポ
ル
ト
が
日
本
に
在
る
こ
と
満
五
年
に
し
て
任
期
も
満
ち
て
帰
国
せ
ん
と
す
る
に
及
び
て
、
図
ら
ず
も
前
に
記
し

た
る
審
理
事
件
起
れ
り
。
是
れ
シ
ー
ポ
ル
ト
の
生
涯
並
び
に
そ
の
日
本
に
関
す
る
研
究
の
一
頓
挫
と
し
て
重
要
な
る
こ
と
に
し
て
而
も
欧
米
人

士
の
十
分
に
確
知
せ
ざ
る
こ
と
な
れ
ば
、
こ
上
に
珊
か
其
顛
末
を
述
べ
ん
。
此
件
に
つ
き
重
要
な
る
関
係
あ
る
は
シ
ー
ポ
ル
ト
が
江
戸
滞
在
中

高
橋
作
左
衛
門
及
び
土
生
玄
碩
と
の
学
問
的
交
渉
に
し
て
。
高
橋
は
前
記
の
如
き
職
務
に
当
り
居
た
る
が
シ
ー
ボ
ル
ト
が
江
戸
に
来
り
し
と

き
、
そ
の
行
李
中
に
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戦
記
・
ク
ル
ー
ゼ
ン
ス
テ
ル
ン
の
世
界
一
週
記
・
藺
領
東
印
度
の
九
枚
地
図
あ
り
。
高
橋
は
此
等
が

皆
当
時
の
日
本
政
策
に
重
要
な
る
を
知
り
て
海
外
の
大
勢
を
知
る
は
我
邦
の
利
益
と
之
を
手
に
入
れ
ん
と
考
へ
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
又
日
本
の
詳

細
な
る
地
図
（
此
頃
最
も
欧
米
に
不
明
な
り
し
日
本
北
辺
の
地
図
も
）
を
手
に
入
れ
ん
と
欲
し
居
た
る
が
、
高
橋
の
要
求
を
き
上
て
、
シ
ー
ポ
ル
ト

万
有
学
的
実
験
、
化
学
坐

る
こ
と
－
通
り
な
ら
ず
。

長
崎
に
於
け
る
と
、
汁

間
に
発
表
せ
ら
れ
、
十
圭

（
４
）

異
な
り
た
る
は
蝦
夷
樺
太
探
険
家
最
上
と
幕
府
天
文
方
、
書
物
奉
行
高
橋
に
し
て
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
日
本
国
土
地
□
に
関
す
る
知
識
は
大
部
分

は
此
二
人
又
間
宮
よ
り
之
を
得
た
る
な
ら
ん
。
そ
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
『
日
本
』
を
旙
き
し
人
食
の
疾
く
に
知
る
と
こ
ろ
な
り
。
シ
ー
ポ
ル
ト
自

身
の
一
行
中
に
は
高
・
二
宮
・
渡
邊
あ
り
、
又
和
蘭
人
部
屋
付
と
し
て
才
学
と
も
優
れ
た
る
其
頃
は
苗
字
な
き
藤
平
後
の
幡
崎
鼎
あ
り
、
応
対

せ
る
人
々
に
は
此
の
如
き
学
者
志
士
あ
り
。
其
紹
介
助
力
に
よ
り
て
、
研
求
の
材
料
を
も
貴
重
な
る
も
の
秘
密
な
る
も
の
ま
で
手
に
入
れ
、
又

色
々
の
方
面
に
研
究
を
盗
に
す
る
こ
と
を
得
た
れ
ば
、
彼
シ
ー
ポ
ル
ト
が
此
際
に
日
本
人
の
智
識
開
発
と
西
洋
学
術
の
紹
介
と
に
力
を
尽
し
、

万
有
学
的
実
験
、
化
学
的
反
応
、
種
痘
の
試
用
、
眼
科
手
術
の
供
覧
な
ど
し
た
る
と
同
時
に
日
本
に
関
す
る
万
般
の
知
識
を
自
己
に
扶
植
し
た
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は
自
分
の
要
求
を
満
足
さ
せ
な
ば
書
籍
地
図
を
高
橋
に
授
け
ん
と
云
ひ
、
高
橋
は
地
図
は
国
外
帯
出
の
禁
制
品
に
し
て
、
之
を
外
人
に
与
ふ
る

が
如
き
は
重
罪
に
当
る
を
知
り
な
が
ら
国
益
の
た
め
と
て
強
ゐ
て
之
を
以
て
シ
ー
ポ
ル
ト
所
持
の
歴
史
書
籍
と
交
換
し
た
り
。
土
生
玄
碩
は
眼

科
学
の
権
威
に
し
て
当
時
既
に
瞳
孔
切
開
術
を
創
意
施
術
し
た
る
程
の
大
家
な
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
江
戸
に
於
て
眼
科
手
術
に
ベ
ラ
ド
ン
ナ

を
用
ひ
た
る
を
見
、
そ
れ
が
何
薬
な
る
や
を
知
ら
ん
と
せ
し
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
容
易
に
教
へ
ざ
り
し
か
ぱ
遂
に
徳
川
将
軍
よ
り
賜
は
り
し
三

葉
葵
の
御
紋
服
を
与
へ
て
、
そ
の
薬
物
を
知
り
、
是
も
狼
り
に
他
人
殊
に
外
人
に
与
ふ
る
が
如
き
は
其
罪
軽
か
ら
ざ
る
を
済
世
上
の
利
益
に
は

一
身
を
顧
象
る
に
邊
あ
ら
ず
と
て
之
を
断
行
せ
る
な
り
。
然
る
に
此
事
は
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
の
難
問
と
な
り
た
り
。
シ
ー
ポ
ル
ト
事
件
は
如
何

に
し
て
発
覚
し
た
る
や
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
署
名
を
明
ら
か
に
せ
ず
小
荷
物
を
一
八
二
八
年
二
月
十
五
日
高
橋
に
贈
り
、
其
中
に
は
な
ほ
間
宮
に

贈
る
べ
き
木
綿
一
反
と
間
宮
の
探
険
旅
行
を
称
揚
す
る
書
面
あ
り
た
り
。
間
宮
は
幕
府
の
法
規
に
よ
っ
て
之
を
其
筋
に
提
出
し
た
る
よ
り
、
高

橋
が
或
外
人
と
の
交
渉
も
幕
吏
に
て
知
り
、
頻
々
探
偵
の
歩
を
進
め
つ
つ
あ
り
た
る
に
（
〔
そ
の
間
Ｅ
シ
ー
ボ
ル
ト
高
橋
間
に
は
猶
ほ
幾
度
か
書
状

物
品
の
遣
り
取
り
あ
り
た
り
）
、
同
年
九
月
十
八
日
東
南
の
大
風
九
州
地
方
殊
に
長
崎
を
襲
ひ
て
市
中
港
内
に
甚
し
き
惨
害
を
与
へ
た
る
こ
と
シ

－
ボ
ル
ト
の
自
か
ら
記
す
る
所
の
如
く
あ
り
き
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
前
記
の
如
く
帰
国
せ
ん
と
準
備
も
略
成
り
て
そ
の
荷
物
は
和
蘭
の
帆
前
船
に

積
込
み
て
あ
り
し
が
強
風
嬬
波
に
煽
ら
れ
て
海
岸
に
打
上
げ
ら
れ
て
難
破
し
、
例
規
に
よ
り
て
積
荷
を
解
き
検
む
る
こ
と
上
な
り
て
、
シ
ー
ポ

ル
ト
の
荷
物
中
よ
り
国
禁
の
品
々
続
々
と
し
て
露
は
れ
出
で
た
り
。
幕
府
に
て
其
後
も
取
調
に
注
意
に
注
意
を
重
ね
た
る
な
ら
ん
。
同
年
十
一

月
十
六
日
に
至
り
て
高
橋
は
突
然
捕
縛
せ
ら
れ
て
町
奉
行
所
。
。
ロ
ぐ
の
旨
①
日
目
言
に
て
取
調
べ
評
定
所
に
廻
は
さ
れ
、
シ
ー
ポ
ル
ト
よ
り
得
た

る
書
籍
地
図
等
を
没
収
さ
れ
其
外
シ
ー
ポ
ル
ト
と
の
往
復
書
面
に
よ
っ
て
学
問
上
の
交
際
、
科
学
的
機
械
等
の
受
領
が
分
明
と
な
り
、
江
戸
の

獄
屋
に
囚
は
れ
て
翌
年
三
月
未
決
の
儘
死
亡
。
高
橋
が
逮
捕
さ
れ
て
江
戸
よ
り
其
急
使
は
十
二
月
七
日
に
長
崎
に
達
し
、
同
十
六
日
検
使
は
出

島
に
向
ひ
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
訊
問
を
開
始
し
和
蘭
人
に
あ
ら
ず
露
西
亜
の
た
め
に
す
る
国
事
探
偵
な
る
べ
し
と
認
め
て
出
島
に
幽
閉
し
て
狼
に

外
出
す
る
を
禁
じ
、
種
々
の
蒐
集
材
料
の
出
処
関
係
せ
る
人
々
の
姓
名
等
一
々
取
調
べ
た
る
が
シ
ー
ポ
ル
ト
は
之
に
関
し
て
口
を
鍼
し
て
連
累

の
恐
あ
る
友
人
の
名
を
云
は
ず
。
そ
の
蒐
集
材
料
の
内
一
部
は
審
理
が
厳
重
な
り
し
た
め
奉
行
所
に
引
渡
し
、
一
部
は
審
理
進
行
中
都
合
の
た

4句の

士00 （9）



め
日
本
に
於
け
る
知
人
門
生
を
救
は
ん
が
た
め
に
同
じ
く
奉
行
所
に
差
出
し
、
か
上
る
際
に
も
猶
ほ
自
分
の
研
究
殊
に
日
本
の
地
文
の
研
究
を

遂
げ
ん
が
た
め
に
卯
な
り
と
も
失
ふ
こ
と
の
少
な
か
ら
ん
こ
と
に
勉
め
、
高
橋
作
左
衛
門
が
身
に
か
け
て
与
へ
呉
れ
た
る
日
本
地
図
は
な
る
べ

（
員
Ｊ
）

く
之
を
引
渡
さ
ざ
ら
ん
と
志
し
、
家
宅
捜
索
の
あ
ら
ん
を
予
知
せ
る
の
日
咄
唾
の
間
に
夜
を
□
め
て
重
要
な
る
地
図
を
写
し
取
り
て
、
本
の
図

を
差
出
し
、
又
日
本
国
志
（
歴
史
及
記
載
）
の
研
究
論
墓
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
材
料
地
図
・
原
本
・
写
本
刻
本
な
ど
を
箱
詰
に
し
て
隠
匿
し
、
又
審

理
進
行
中
に
も
此
等
を
箱
に
し
て
舎
宅
の
壁
の
中
に
匿
く
し
、
或
は
猿
を
飼
ふ
箱
の
下
引
出
に
地
図
を
匿
く
し
た
る
こ
と
な
ど
あ
り
。
さ
れ
ば

吏
員
が
度
々
の
家
宅
捜
査
に
於
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
所
持
す
る
禁
制
の
図
書
全
部
神
仏
奉
仕
の
器
具
等
を
初
め
押
収
し
た
り
と
思
へ
る
が
実
際
に

於
て
其
大
部
分
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
手
に
残
り
て
後
に
欧
洲
に
伝
へ
ら
れ
た
り
。
そ
れ
等
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
『
日
本
』
テ
レ
キ
ー
の
『
日
本
地
図

史
』
（
弓
：
蚕
シ
苦
い
園
冒
〃
印
唖
ｏ
－
骨
言
①
号
扁
属
目
８
四
画
壱
三
の
ュ
の
旦
画
函
。
』
吾
ｇ
目
の
①
一
コ
）
な
ど
に
掲
げ
た
る
図
に
て
見
る
如
き
も
の
す
ら
然
る
な
り
。

一
八
二
九
年
一
月
二
十
八
日
シ
ー
ポ
ル
ト
が
受
け
た
る
訊
問
は
二
十
四
箇
条
に
し
て
、
そ
は
シ
ー
ボ
ル
ト
高
橋
の
往
復
文
書
を
証
拠
と
し
た

る
も
の
に
て
、
シ
ー
ポ
ル
ト
に
関
す
る
取
調
中
の
主
要
な
る
も
の
な
り
。
一
シ
一
八
二
六
年
不
明
月
廿
六
日
、
一
八
二
七
年
四
月
、
一
八
二
七

年
八
月
廿
四
日
、
一
八
二
八
年
二
月
廿
七
日
日
附
に
高
橋
に
書
状
を
発
送
せ
し
や
。
一
シ
一
八
二
七
年
七
月
十
九
日
、
一
八
二
八
年
春
日
附
高

橋
の
書
状
を
受
領
せ
る
や
。
一
シ
江
戸
の
地
志
を
編
纂
せ
し
こ
と
あ
り
や
。
一
シ
自
分
経
履
し
た
る
諸
地
方
の
経
緯
度
を
測
量
し
た
る
こ
と
あ

ウ
ン
ゼ
ン

リ
や
。
一
シ
門
人
に
気
圧
計
を
以
て
富
士
山
を
測
量
さ
せ
し
こ
と
あ
り
や
。
一
シ
そ
の
測
量
法
を
高
橋
に
伝
授
せ
し
こ
と
あ
り
や
。
一
シ
温
泉

ダ
ケ岳

・
鳥
海
山
・
白
山
・
御
嶽
な
ど
を
測
量
せ
し
こ
と
あ
り
や
。
一
シ
高
橋
よ
り
日
本
地
図
・
朝
鮮
地
図
・
江
戸
絵
図
・
其
他
の
地
図
・
間
宮
林

蔵
の
著
述
等
を
受
取
り
た
る
や
。
一
シ
同
人
よ
り
琉
球
地
図
・
海
門
海
峡
の
図
な
ど
借
入
れ
写
取
り
た
る
や
。
一
シ
同
人
に
長
崎
湊
図
、
マ
キ

シ
マ
記
入
の
日
本
西
南
地
方
の
図
、
ク
ル
ー
ゼ
ソ
ス
テ
ル
ン
著
述
四
冊
・
マ
レ
イ
辞
書
・
地
理
書
四
五
冊
・
蝦
夷
の
記
事
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
・
気
圧
計
・
キ
ュ
ン
ス
ト
キ
ム
・
侃
剣
の
帯
・
属
国
目
・
金
サ
ナ
ダ
等
を
送
り
た
る
や
。
一
シ
同
人
へ
コ
ロ
ノ
メ
ー
ト
ル
を
送
付
す
る
約
束

せ
し
や
。
そ
の
他
日
本
指
掌
細
見
図
の
九
州
辺
の
部
分
、
長
崎
の
細
か
き
図
、
日
本
の
図
並
朝
鮮
蝦
夷
カ
ム
サ
ッ
ヵ
迄
認
め
た
も
の
、
其
他
朝

鮮
琉
球
蝦
夷
の
各
独
立
図
、
日
本
の
三
つ
に
切
り
た
る
地
図
、
九
枚
の
間
紙
に
認
め
た
る
日
本
切
絵
図
な
ど
地
図
絵
図
な
ど
を
シ
ー
ポ
ル
ト
が
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十
二
月
十
六
日
シ
ー
ポ
ル
ト
の
取
調
開
始
と
と
も
に
シ
ー
ポ
ル
ト
荷
物
を
封
印
し
、
其
内
禁
制
品
は
没
収
し
シ
ー
ポ
ル
ト
の
出
発
（
帰
国
）

を
差
留
め
、
其
後
一
八
二
九
年
シ
ー
ポ
ル
ト
に
対
し
国
禁
（
追
放
不
似
可
二
再
渡
来
一
）
を
言
渡
せ
る
ま
で
に
本
人
及
び
関
係
〔
者
〕
に
対
し
度
盈

斗
勿
屯
是

の
訊
問
や
取
調
あ
り
た
る
が
、
大
通
詞
馬
場
為
八
郎
・
小
通
詞
吉
雄
忠
次
郎
・
小
通
詞
並
堀
儀
左
衛
門
・
小
通
詞
末
席
稲
部
市
五
郎
は
高
橋
と

の
書
物
書
冊
等
取
次
の
た
め
入
牢
、
馬
場
・
吉
雄
・
稲
部
は
事
件
落
着
後
に
地
方
藩
侯
に
永
の
禁
鋼
、
二
宮
敬
作
・
高
良
齋
・
渡
邊
幸
造
は
門

（
６
）

人
と
し
て
、
川
原
登
與
助
も
之
に
関
係
あ
り
と
し
て
入
牢
と
な
り
其
他
に
も
大
勢
の
訊
問
を
受
け
そ
れ
ぞ
れ
処
罰
さ
れ
た
る
あ
り
。
職
責
上
に

つ
き
長
崎
奉
行
、
一
九
二
六
年
の
藺
使
一
行
の
附
添
検
使
な
ど
罰
責
さ
れ
た
る
も
の
四
十
人
ば
か
り
に
及
び
〔
た
り
〕
・

右
審
理
中
シ
ー
ポ
ル
ト
は
江
戸
参
府
当
時
書
籍
物
品
等
を
諸
方
よ
り
貰
ひ
受
け
買
ひ
入
れ
た
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
。
そ
れ
に
つ
き
奉
行
所
に

て
は
度
々
召
換
し
て
之
を
問
ひ
質
し
た
る
も
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
そ
れ
を
申
告
す
れ
ば
好
意
を
以
て
自
分
に
物
を
呉
れ
物
を
紹
介
し
た
る
友
人
知

人
を
連
累
に
陥
ゐ
れ
ん
こ
と
を
恐
れ
て
少
も
之
を
申
立
て
ず
、
遂
に
は
本
国
に
あ
る
老
母
の
こ
と
を
心
配
し
な
が
ら
も
自
分
の
戸
籍
を
日
本
に

移
し
て
日
本
の
為
を
謀
る
故
か
入
る
訊
問
を
中
止
さ
れ
ん
こ
と
を
申
出
で
た
る
程
な
り
き
。
然
る
に
此
間
に
於
て
此
審
理
を
腱
り
て
別
種
の
罪

人
を
出
だ
し
た
り
。
そ
は
前
記
土
生
玄
碩
に
し
て
、
彼
は
将
軍
侍
医
と
し
て
当
時
眼
科
の
オ
ー
ソ
リ
チ
ー
な
り
し
が
、
或
日
シ
ー
ポ
ル
ト
が
莨

宏
を
以
て
瞳
孔
を
弘
大
し
て
眼
内
手
術
を
す
る
を
試
し
て
参
席
者
に
示
し
た
る
よ
り
、
何
と
か
し
て
此
薬
方
を
知
ら
ん
其
伝
授
を
受
け
ん
と
し

た
る
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
高
橋
に
対
す
る
洋
書
を
日
本
地
図
に
代
へ
た
る
が
如
く
、
土
生
が
日
本
将
軍
よ
り
拝
領
の
紋
服
を
着
る
を
見
て
之
を

得
ん
と
希
望
す
る
を
聞
き
知
り
是
を
他
に
譲
与
す
る
如
き
は
将
軍
に
対
す
る
軽
蔑
と
な
る
を
知
り
な
が
ら
、
眼
病
者
救
済
の
た
め
な
ら
ば
重
き

罰
を
受
く
る
と
も
本
懐
な
り
と
て
之
を
シ
ー
ポ
ル
ト
に
与
へ
て
莨
張
に
て
の
開
瞳
術
を
知
り
日
本
の
眼
科
界
を
益
し
た
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
審
理

二
①
吋

ｈ
ソ
）
Ｏ

、
所
持
す
る
は
、
そ
の
往
返
に
つ
き
何
人
に
頼
み
て
送
り
届
け
、
何
人
の
手
よ
り
こ
れ
を
受
取
た
る
や
等
は
其
内
容
な
り
。
（
余
の
著
『
シ
↑
‐
ボ
ル

ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』
乙
篇
《
己
蚤
α
●
ｇ
言
》
一
肖
冒
剰
目
言
言
行
冨
骨
二
劃
四
目
骨
胃
己
胃
国
．
留
乏
少
沢
》
》
及
び
《
園
鴨
冒
冨
且
両
①
耳
尉
く
目
菌
目
胃
昌
］
○
○
ａ

号
局
８
房
の
昌
且
号
胃
盲
目
農
届
く
回
巨
ぐ
．
聾
目
○
属
）
“
唾
曽
鼻
》
ｚ
シ
屍
ン
昌
彦
屡
蟹
閏
〕
農
園
己
宛
Ｃ
）
〉
に
両
人
の
交
換
書
状
並
び
に
当
時
の
訊
問
書
及
答
弁
を
載
せ
た

､
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長
崎
及
び
江
戸
に
於
け
る
各
方
面
に
於
け
る
審
理
の
結
了
す
る
や
日
本
の
関
係
者
に
宣
告
の
下
る
に
先
ち
一
八
二
九
年
十
月
二
十
二
日
シ
ー

ボ
ル
ト
に
対
し
、
天
文
方
役
人
又
は
医
師
蘭
学
者
又
は
江
戸
滞
在
中
往
復
旅
中
に
於
て
治
療
せ
る
者
ど
も
よ
り
禁
制
品
な
ど
貰
ひ
な
が
ら
通
詞

に
も
不
申
通
受
納
し
初
め
取
調
の
際
に
陳
述
に
偽
あ
り
し
は
不
都
合
あ
り
と
て
其
品
々
没
収
の
上
以
来
国
禁
（
禁
入
国
）
を
申
渡
さ
れ
た
り
。

シ
ー
ポ
ル
ト
の
日
本
旅
行
は
こ
上
に
て
其
幕
を
閉
せ
り
。

シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
に
関
す
る
功
績
は
日
本
を
そ
の
鎖
国
時
代
に
世
界
全
般
に
明
ら
か
に
確
か
に
紹
介
せ
る
に
あ
る
は
前
に
も
述
べ
た
り
。

そ
は
彼
の
著
者
『
日
本
』
（
震
冨
君
。
ご
）
ど
ｏ
宮
く
Ｎ
員
呼
“
ｇ
ａ
ｇ
扇
ぐ
。
旨
着
冨
昌
宮
・
ぃ
・
ミ
。
ご
）
・
《
《
闘
巨
昌
画
旨
冒
昌
。
ｎ
画
》
）
及
び
《
《
国
。
国
嶽
冒
昌
８
》
》

カ
ナ

に
載
せ
た
る
所
に
て
世
人
の
一
般
に
よ
く
知
る
所
な
り
。
甲
が
日
本
の
国
土
、
人
民
を
諸
方
面
に
亘
り
て
精
記
し
て
之
を
補
ふ
に
実
に
会
ひ
た

る
見
事
な
図
画
を
以
て
せ
る
通
り
乙
は
日
本
の
動
物
を
、
丙
は
日
本
の
植
物
を
記
述
と
絵
画
と
を
以
て
詳
記
し
て
今
日
な
ほ
日
本
の
其
道
々
の

専
門
家
の
座
右
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
空
前
の
大
著
述
を
残
し
た
る
も
の
に
し
て
、
之
と
同
時
に
シ
ー
ポ
ル
ト
に
日
本
動
植
物
に
関
す
る
知
識
と

材
料
と
を
供
給
し
た
る
其
頃
の
我
邦
学
者
の
名
が
之
に
よ
り
て
西
洋
に
伝
は
り
た
る
は
「
日
本
』
の
附
近
諸
国
の
篇
に
間
宮
林
蔵
の
「
東
鍵
紀

行
」
を
訳
述
し
て
、
我
国
の
探
険
家
の
名
を
地
理
学
間
界
に
弘
け
た
る
と
側
一
狭
な
り
。
前
に
挙
げ
た
る
人
々
の
内
宇
田
川
椿
庵
・
水
谷
助

六
・
伊
藤
圭
介
・
最
上
徳
内
・
二
宮
敬
作
・
桂
川
甫
賢
及
び
シ
ー
ボ
ル
ト
東
渡
時
分
よ
り
前
に
死
せ
る
植
物
学
の
大
家
小
野
藺
山
（
一
七
二
九

’
一
八
一
○
）
な
ど
の
名
は
之
に
よ
り
て
欧
米
に
紹
介
さ
れ
た
り
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
『
日
本
』
に
於
て
日
本
に
関
し
て
諸
方
面
の
研
究
を
遂
げ

ミ
ズ

て
我
邦
を
益
し
之
を
世
に
紹
介
し
た
る
に
就
き
て
は
之
を
其
害
自
身
に
譲
り
て
之
を
繰
返
さ
ず
。
余
は
只
シ
ー
ポ
ル
ト
身
親
か
ら
我
国
我
人
を

禅
益
し
た
る
点
に
つ
き
て
左
に
少
し
く
陳
べ
ん
。
そ
れ
に
つ
き
て
述
べ
た
き
は
彼
の
医
学
に
関
す
る
影
響
な
り
。
、

ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
大
学
を
卒
業
し
て
二
三
年
開
業
の
後
直
ち
に
東
洋
に
来
航
し
、
そ
の
年
齢
経
歴
よ
り
見
れ
ば
経
験
の
深
浅
・
蕊
蓄
の
豊
痔

は
略
之
を
察
す
る
に
難
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
凡
そ
学
問
技
芸
は
一
代
に
興
り
一
朝
に
栄
ふ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
彼
は
学
問
の
渕
藪
た
る
中
欧
ょ

の
結
尾
と
な
り
し
と
き
一
八
三
（

し
て
同
様
の
処
分
を
受
け
た
り
。

八
三
○
年
一
月
十
日
土
生
は
永
く
牢
内
に
あ
り
し
後
免
職
恢
禄
と
な
り
、
其
子
も
侍
医
に
て
あ
り
し
が
此
事
に
関
係
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シ
ー
ポ
ル
ト
は
出
島
に
あ
り
て
其
職
責
は
和
蘭
館
内
の
病
人
を
診
療
す
る
に
あ
り
た
り
。
而
も
其
間
に
は
自
己
の
研
究
の
為
に
す
る
所
も
あ

り
た
る
な
ら
ん
。
我
邦
人
に
医
薬
を
施
し
又
学
術
を
伝
習
す
る
に
よ
り
て
我
邦
人
を
救
ひ
教
へ
、
又
幾
多
の
邦
人
に
接
す
る
こ
と
に
苦
心
し
た

り
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
医
学
士
と
し
て
医
学
諸
科
に
亘
り
通
暁
し
た
る
な
ら
ん
其
中
得
意
と
せ
る
は
内
科
外
科
眼
科
産
科
等
な
り
し
が
如
く
、
殊

に
外
科
と
産
科
と
に
は
治
療
の
成
績
も
ょ
か
り
し
か
ぱ
出
島
に
あ
る
二
三
年
間
に
「
藺
館
に
今
迄
に
な
き
名
医
来
れ
り
‐
｜
と
の
評
判
は
遠
近
に

響
き
て
、
近
き
地
方
は
勿
論
遠
国
よ
り
従
学
の
た
め
又
治
療
を
受
く
る
た
め
に
来
る
も
の
一
日
一
日
と
多
く
な
り
し
が
、
和
蘭
館
の
出
入
は
其

当
時
甚
厳
重
に
し
て
、
又
蘭
医
が
日
本
病
人
を
手
掛
る
こ
と
を
禁
じ
た
れ
ば
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
接
す
る
こ
と
極
め
て
困
難
な
り
し
な
ら
ん
。
長

崎
近
傍
の
人
は
蘭
医
に
対
す
る
信
用
極
め
て
篤
く
し
て
、
何
と
か
口
実
を
設
け
て
館
内
に
入
り
た
る
が
、
遂
に
長
崎
奉
行
よ
り
幕
府
に
稟
請
し

て
遂
に
従
来
の
慣
例
を
破
り
厳
禁
を
弛
め
て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
治
療
の
た
め
に
出
島
よ
り
外
出
す
る
を
許
可
し
た
れ
ば
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
長
崎
及

其
近
傍
に
往
診
す
る
こ
と
を
得
又
隔
日
に
長
崎
通
詞
出
身
の
吉
雄
幸
載
楢
林
榮
建
二
氏
の
住
宅
に
出
張
し
て
診
療
に
従
事
す
る
を
得
た
り
。
其

後
病
者
も
見
学
者
も
数
多
く
な
る
に
及
び
医
学
、
植
物
学
、
其
他
西
洋
の
学
問
を
門
下
の
人
為
に
教
授
す
る
た
め
に
一
八
二
四
年
頃
家
塾
と
し

て
鳴
滝
に
別
荘
を
求
め
、
是
れ
此
迄
に
例
の
な
き
こ
と
な
り
し
も
シ
ー
ポ
ル
ト
の
学
識
技
価
が
長
崎
奉
行
を
し
て
之
を
許
さ
し
め
た
る
な
り
。

こ
ふ
に
て
病
人
の
治
療
・
学
生
に
対
す
る
講
義
を
な
し
そ
れ
は
一
週
間
に
一
回
な
り
し
が
、
其
間
に
吉
雄
楢
林
二
氏
は
有
志
医
師
と
共
に
病
人

を
選
び
置
き
、
そ
れ
を
鳴
滝
に
出
し
て
は
シ
ー
ポ
ル
ト
の
意
見
を
質
ね
説
明
を
聞
き
手
術
す
る
の
を
見
た
る
が
、
そ
の
様
は
今
日
の
所
謂
臨
淋

講
義
に
似
た
る
も
の
な
り
し
と
い
ふ
。
是
れ
即
ち
我
邦
医
学
の
一
大
革
新
に
し
て
、
従
来
の
日
本
に
於
け
る
医
学
の
学
び
方
は
多
く
は
外
人
の

口
よ
り
耳
に
聞
き
た
る
を
人
よ
り
人
に
伝
へ
て
聞
き
た
る
も
の
、
或
は
書
物
に
就
い
て
読
糸
覚
え
た
る
臆
測
的
の
も
の
な
り
し
が
、
シ
ー
ボ
ル

戸
つ
，
ル
◎

り
来
り
、
医
学
の
権
与
た
り
し
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
に
人
と
な
り
た
り
。
当
時
我
邦
に
於
け
る
西
洋
医
学
の
知
識
程
度
に
比
べ
て
は
丹
鶴
が
烏
雀

の
群
中
に
立
ち
た
る
が
如
く
あ
り
し
な
ら
ん
、
一
匙
の
薬
、
一
技
の
能
、
一
言
半
句
の
果
ま
で
も
皆
周
囲
の
模
範
典
型
と
な
り
し
こ
と
疑
な

し
。
菅
に
医
界
の
承
な
ら
ず
学
界
の
象
な
ら
ず
、
一
般
社
会
ま
で
其
風
采
を
仰
ぎ
警
顔
に
接
し
た
る
も
の
よ
り
一
様
に
感
服
推
称
さ
れ
た
る
な
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ト
の
教
授
法
に
よ
り
て
、
こ
こ
に
実
地
の
病
淋
に
臨
み
て
、
之
を
批
判
し
講
述
し
、
診
断
を
下
し
之
に
よ
り
て
治
療
を
加
ふ
る
こ
と
上
な
り
、

ク
リ
ニ
カ
ル

是
に
於
て
現
在
の
医
学
も
す
る
真
の
臨
淋
的
医
学
講
習
法
・
研
究
法
が
我
邦
に
初
め
て
起
り
た
り
。
此
点
に
於
て
シ
ー
ポ
ル
ト
は
我
邦
に
於
け

る
医
学
講
究
法
の
始
祖
と
し
て
、
今
日
の
進
歩
は
之
に
初
ま
り
た
る
に
て
、
其
功
実
に
偉
大
な
り
と
云
は
ざ
る
を
得
ず
。

其
当
時
我
邦
に
於
て
外
科
学
的
手
術
療
法
は
ま
だ
発
達
せ
ざ
り
し
故
我
邦
の
外
療
家
と
比
較
す
る
と
き
は
（
華
岡
震
〔
一
七
六
○
’
一
八
三
五
〕

本
間
玄
調
〔
一
八
○
四
’
一
八
七
二
〕
鎌
田
玄
臺
〔
一
七
九
四
’
一
八
五
四
〕
の
如
き
大
家
は
あ
り
た
れ
ど
も
）
遙
に
豊
富
な
る
学
識
と
頗
る
巧
妙
な
る

技
術
の
持
主
な
り
し
こ
と
争
ふ
く
か
ら
ず
。
最
初
に
施
し
た
る
手
術
は
腹
水
穿
刺
な
り
し
と
云
ひ
、
そ
の
他
方
書
に
散
見
す
る
所
に
て
は
陰
嚢

水
腫
・
兎
唇
・
乳
癌
其
他
種
食
の
癌
腫
・
種
々
の
膿
漏
瘻
孔
に
施
術
し
そ
れ
に
は
全
身
麻
酔
の
下
に
手
術
し
た
る
も
あ
り
た
り
。
眼
科
に
於
て

は
其
当
時
前
記
の
土
生
（
此
人
シ
ー
ボ
ル
ト
の
門
人
と
す
る
は
誤
な
り
）
の
如
き
独
創
の
白
内
障
手
術
を
す
る
人
も
あ
り
し
が
、
国
命
匡
の
紅
彩
切

開
術
を
日
本
に
於
て
初
め
て
施
し
た
る
は
シ
ー
ポ
ル
ト
な
り
。
之
に
就
い
て
当
時
の
日
本
眼
科
医
も
可
レ
謂
二
絶
技
一
と
賞
め
て
居
る
位
で
あ

る
。
産
科
は
賀
川
流
と
称
へ
て
日
本
に
早
く
よ
り
発
達
し
居
た
る
が
、
そ
の
家
又
其
門
人
に
は
西
洋
の
鉗
子
を
伝
へ
た
る
が
皆
独
創
の
鯨
骨
絹

布
製
の
も
の
あ
っ
て
西
洋
鉗
子
は
用
ゐ
ざ
り
し
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
之
を
携
へ
来
り
て
之
を
実
際
に
応
用
し
、
日
本
に
於
け
る
其
娘
稲
は
後
に
日

（
７
）

本
に
於
て
最
初
の
女
医
と
し
産
科
を
以
て
家
を
な
し
た
り
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
又
助
産
婦
と
し
て
日
本
婦
人
を
少
人
数
な
が
ら
養
成
し
た
り
。
内

科
に
つ
き
て
は
門
人
戸
塚
等
の
処
方
録
今
も
残
れ
り
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
又
熱
心
な
る
動
植
物
研
究
者
な
り
し
か
ぱ
、
此
方
面
よ
り
し
て
も
日
本

の
医
学
本
草
学
者
に
稗
益
を
与
へ
た
る
は
間
は
ず
し
て
明
ら
か
な
り
。

シ
ー
ポ
ル
ト
が
長
崎
に
来
り
名
医
と
云
は
れ
て
四
方
よ
り
門
人
の
多
く
あ
り
し
が
其
頃
の
有
名
な
日
本
の
眼
科
医
本
庄
普
一
が
「
シ
ー
ポ
ル

ト
頗
る
声
誉
あ
り
。
故
に
笈
を
投
じ
て
事
に
従
ふ
の
徒
水
の
如
く
会
し
雲
の
如
く
聚
る
、
日
一
日
よ
り
多
し
」
と
云
ふ
て
居
る
。
是
れ
独
仏
の

学
術
殊
に
は
医
学
が
十
八
世
紀
の
末
頃
に
一
時
に
勃
興
し
た
る
に
よ
り
、
シ
ー
ポ
ル
ト
が
そ
の
学
界
の
本
場
よ
り
是
等
大
学
の
功
業
を
背
負
ひ

て
入
国
し
た
る
に
も
よ
ら
ん
。
彼
の
日
本
学
界
に
与
へ
た
る
影
響
が
十
七
世
紀
の
中
頃
来
朝
の
ス
ハ
ソ
ベ
ル
ゲ
ン
、
其
世
紀
の
終
な
る
ケ
ン
。
フ

ェ
ル
、
十
八
世
紀
の
末
な
る
チ
ュ
ン
ベ
リ
ー
等
に
比
し
て
比
較
な
ら
ぬ
程
宏
大
な
り
し
は
我
邦
の
文
化
が
其
時
代
に
比
す
れ
ば
漸
次
進
歩
し
来
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り
て
異
邦
の
文
化
思
想
を
輸
入
す
る
に
其
地
歩
根
抵
を
得
た
る
に
も
よ
る
な
ら
ん
。
然
も
亦
シ
ー
ポ
ル
ト
の
人
物
の
崇
高
に
し
て
我
邦
の
武
士

に
似
た
る
所
あ
り
、
そ
の
学
問
抜
群
に
し
て
従
来
の
一
通
り
の
学
医
と
は
異
な
り
し
に
よ
ら
ず
ん
ぱ
あ
ら
ず
。
そ
の
声
名
を
き
入
そ
の
学
術
を

慕
ひ
、
時
の
杏
林
は
そ
の
高
風
に
抑
嘩
さ
れ
、
全
国
の
医
流
は
そ
の
洪
波
に
誘
は
れ
て
蘭
学
者
は
勿
論
、
漢
方
医
者
輩
ま
で
も
な
だ
れ
を
打
て

長
崎
に
押
寄
せ
敢
て
後
れ
ざ
ら
ん
と
し
て
競
へ
り
。
美
馬
・
二
宮
・
岡
・
高
・
伊
東
・
戸
塚
・
竹
内
・
高
野
・
小
關
な
ど
徳
川
末
世
の
医
門
の

俊
傑
が
殆
ん
ど
す
べ
て
そ
の
門
に
出
入
し
た
る
人
々
な
り
し
は
シ
ー
ボ
ル
ト
の
功
名
を
し
て
猶
一
層
盛
大
な
ら
し
め
た
る
が
、
殊
に
其
功
績
と

ナ

し
て
掲
ぐ
べ
き
は
従
来
多
年
間
机
上
の
空
論
・
紙
上
の
陳
説
に
て
心
に
得
手
に
熟
れ
て
執
行
す
る
こ
と
叶
は
ざ
り
し
幾
多
の
療
法
・
手
術
が

シ
ー
ボ
ル
ト
の
指
導
解
説
に
よ
り
て
自
由
自
在
に
応
用
す
べ
き
も
の
と
な
り
た
る
こ
と
な
り
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
我
邦
眼
科
に
莨
張
を
紹
介
し
、

外
科
に
脱
腸
帯
を
紹
介
し
、
助
産
の
鈎
を
紹
介
し
（
此
産
科
用
鈎
は
今
も
長
崎
県
立
図
書
館
に
貯
蔵
せ
り
）
、
殊
に
種
痘
に
関
し
て
は
シ
ー
ポ
ル
ト
及

び
其
門
下
の
功
績
は
著
し
き
も
の
な
り
し
。
シ
ー
ポ
ル
ト
は
長
崎
滞
在
中
三
人
の
児
童
に
種
痘
を
試
み
一
八
二
六
年
江
戸
滞
在
中
幕
府
侍
医
諸

氏
に
種
痘
の
術
式
を
示
し
試
染
た
る
も
、
其
時
ジ
ャ
ワ
よ
り
携
へ
来
り
た
る
痘
漿
が
腐
敗
し
て
い
づ
れ
も
用
を
な
さ
ざ
り
し
が
、
其
後
二
十
年

を
経
過
す
る
ま
で
に
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
楢
林
榮
建
・
伊
東
・
本
間
・
大
石
良
英
・
日
野
鼎
哉
・
日
高
凉
臺
等
諸
氏
は
諸
地
方
に
於
て
種
痘
の

た
め
に
、
或
は
著
書
に
或
は
研
究
に
尽
力
し
た
る
が
、
種
痘
が
完
全
に
行
は
れ
て
漸
次
に
今
日
に
至
り
た
る
は
一
八
四
九
年
楢
林
宗
建
が
之
を

爪
畦
よ
り
得
た
る
を
最
初
と
し
、
一
八
五
六
年
江
戸
に
種
痘
所
の
設
立
さ
れ
た
る
よ
り
次
第
に
行
は
る
上
に
至
り
し
が
此
種
痘
所
は
伊
東
・
戸

塚
・
竹
内
等
諸
人
の
発
企
に
て
成
立
し
た
る
な
り
。
此
三
人
殊
に
伊
東
は
才
気
人
に
優
れ
て
治
療
に
長
じ
〔
た
り
〕
。
当
時
の
医
界
は
漢
方
家

の
支
配
す
る
所
に
て
其
権
威
は
徳
川
幕
府
の
侍
医
局
に
あ
り
其
同
僚
は
殆
ど
皆
漢
方
医
の
み
な
り
き
。
一
八
四
九
年
に
は
漢
方
医
の
圧
迫
に
て

和
蘭
医
術
は
禁
制
と
な
り
し
程
な
る
に
、
一
八
五
八
年
此
三
人
が
幕
府
の
侍
医
に
登
庸
さ
れ
て
よ
り
、
蘭
方
医
は
次
第
に
其
勢
を
伸
張
す
る
に

至
り
間
も
な
く
王
政
一
新
と
な
り
て
西
洋
医
学
の
勃
興
と
な
り
、
以
て
今
日
に
至
り
た
り
。

シ
ー
ボ
ル
ト
は
一
八
二
九
年
十
月
二
十
二
日
長
崎
に
於
て
審
理
を
終
り
彼
が
地
図
地
理
書
・
軍
器
・
武
器
等
の
如
き
を
持
去
ら
ん
と
せ
し

は
、
偏
に
日
本
を
研
究
悉
知
せ
ん
と
す
る
の
目
的
に
出
で
て
決
し
て
政
略
上
の
目
的
に
は
あ
ら
ざ
り
し
と
は
云
へ
、
当
時
の
禁
令
を
破
り
た
る
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こ
と
な
れ
ば
そ
の
罪
条
を
云
ひ
立
て
て
日
本
御
構
と
云
ふ
こ
と
に
て
次
回
の
便
船
に
て
日
本
を
去
り
永
く
再
た
び
日
本
に
渡
来
す
る
こ
と
を
禁

止
す
と
言
ひ
渡
さ
れ
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
同
年
十
二
月
二
十
日
出
島
出
発
し
て
日
本
を
去
れ
り
。

さ
れ
ど
時
世
の
変
遷
は
遂
に
シ
ー
ポ
ル
ト
の
再
渡
来
を
許
し
、
そ
れ
ま
で
は
シ
ー
ボ
ル
ト
は
故
国
和
蘭
に
あ
り
て
、
日
本
に
関
す
る
著
書
を

編
輯
し
、
日
本
の
開
港
・
貿
易
等
の
こ
と
に
つ
き
て
公
私
に
従
来
尽
力
す
る
所
あ
り
し
結
果
、
和
蘭
王
が
我
邦
に
対
す
る
開
港
忠
告
書
、
米
国

普
国
の
開
港
要
求
使
節
な
ど
あ
り
て
、
安
政
年
間
に
（
一
八
茎
ハ
年
及
び
一
八
五
八
年
に
）
日
藺
の
修
交
条
約
・
通
商
条
約
の
成
立
す
る
に
及
び

て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
放
逐
令
も
撤
去
と
な
り
〔
た
り
〕
。
日
本
政
府
に
て
も
シ
ー
ポ
ル
ト
は
再
た
び
渡
来
す
る
こ
と
あ
る
ま
じ
と
想
ひ
し
に
、
一

八
五
九
年
彼
は
六
十
三
歳
の
老
人
と
し
て
、
嘗
て
日
本
の
商
業
に
付
き
和
蘭
商
事
会
社
ｚ
ａ
の
旨
且
吻
呂
の
国
四
目
の
冒
脚
：
ｇ
営
昌
の
長
崎
代

理
店
国
凹
且
①
雷
鳴
貝
胃
を
設
立
す
べ
き
建
議
を
な
し
た
る
が
、
実
行
さ
れ
る
に
つ
き
、
そ
の
評
議
員
シ
号
開
目
と
し
て
日
本
に
来
り
た

り
。
彼
が
再
航
は
医
学
上
の
応
用
即
ち
治
療
及
び
そ
の
講
習
（
前
回
と
同
様
鳴
滝
で
し
た
）
に
あ
っ
た
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
其
他
に
も
暫
時
な

が
ら
徳
川
幕
府
の
政
治
に
参
与
し
た
の
で
日
本
は
何
か
と
有
利
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
も
悦
ば
し
か
っ
た
の
は
前
回
の
門
人
二
宮
敬
作
・
伊
藤
圭

介
と
再
会
し
た
こ
と
で
あ
り
、
又
前
回
の
門
人
伊
東
・
戸
塚
・
竹
内
が
幕
府
の
侍
医
筆
頭
と
し
て
威
権
赫
を
た
り
し
こ
と
で
あ
っ
た
。
当
時
の

侍
医
大
槻
俊
齋
・
林
洞
海
・
松
本
良
甫
等
と
接
見
し
て
彼
の
意
見
を
交
付
し
た
こ
と
、
此
時
の
門
人
河
野
禎
造
（
一
八
一
七
’
一
八
七
一
）
が
農

業
学
を
以
て
、
清
水
東
谷
（
一
八
四
一
’
一
九
○
七
）
が
写
真
術
を
以
て
世
に
名
あ
り
、
又
後
の
帝
大
総
長
加
藤
弘
之
（
一
八
一
三
ハ
ー
一
九
ニ
ハ
）

は
国
法
学
に
つ
き
、
市
川
兼
恭
（
一
八
一
八
’
一
八
九
九
）
と
て
越
前
侯
の
た
め
製
砲
鋳
身
を
担
任
し
幕
府
の
た
め
電
信
機
取
扱
を
取
調
べ
た
る

人
が
独
逸
語
学
に
つ
き
、
杉
亨
二
（
一
八
二
八
’
一
九
一
七
）
と
い
ふ
日
本
統
計
学
の
始
祖
が
之
に
就
い
て
益
を
受
け
た
な
ど
近
き
頃
ま
で
人
々

の
記
憶
す
る
如
き
医
学
と
は
変
っ
た
方
面
に
我
々
に
そ
の
影
響
の
跡
を
残
し
て
置
い
た
が
。
そ
れ
よ
り
も
猶
変
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
徳
川
幕
府

の
名
高
き
執
政
安
藤
対
馬
守
信
行
（
一
八
一
九
’
一
八
六
九
）
の
知
遇
を
得
て
、
日
本
に
於
て
最
初
の
外
人
政
治
顧
問
と
な
り
し
こ
と
な
り
。
シ

ー
ポ
ル
ト
長
崎
に
あ
り
て
和
蘭
商
事
会
社
支
社
の
顧
問
と
し
て
在
勤
中
一
八
六
○
年
中
頃
英
仏
両
国
に
て
我
対
馬
を
租
借
し
て
海
軍
根
拠
地
に

せ
ん
と
相
談
あ
り
し
趣
な
る
を
間
き
て
之
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
き
長
崎
奉
行
に
申
出
、
又
同
じ
頃
日
本
と
外
国
と
の
貨
幣
引
換
に
関
し
経
済
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上
の
不
均
衝
に
つ
き
シ
ー
ポ
ル
ト
は
仏
国
英
国
の
領
事
に
つ
き
て
説
く
こ
と
あ
り
、
又
独
逸
に
其
意
見
を
書
き
送
り
た
り
。
安
藤
は
長
崎
奉
行

の
進
言
に
よ
り
て
之
を
承
知
し
、
又
其
頃
江
戸
に
て
箕
作
院
甫
・
杉
田
成
卿
な
ど
と
云
ふ
蘭
学
者
に
命
じ
、
又
民
間
に
て
も
相
当
学
者
あ
る

〔
に
命
じ
て
〕
医
学
・
砲
術
・
練
兵
の
こ
と
な
ど
に
つ
き
て
〔
講
究
せ
し
め
〕
此
等
の
こ
と
は
漸
次
詳
細
に
知
れ
渡
り
た
る
が
、
政
治
外
交
の

こ
と
に
つ
き
て
は
日
本
人
何
人
も
弁
へ
ざ
り
し
故
、
又
安
政
五
年
七
月
に
は
外
国
奉
行
を
置
き
て
其
事
を
掌
ら
し
め
し
が
外
国
公
使
と
の
応
接

中
と
困
難
な
り
し
か
ぱ
シ
ー
ポ
ル
ト
を
江
戸
に
鴫
し
て
、
之
に
関
す
る
顧
問
と
し
、
シ
ー
ポ
ル
ト
は
早
速
貿
易
交
通
の
件
、
輸
出
品
の
検
孜
の

件
、
日
本
と
外
国
と
の
政
体
の
比
較
、
学
問
の
件
、
種
芸
・
機
械
の
件
、
海
軍
を
創
立
す
べ
き
件
、
外
交
上
折
衡
の
件
な
ど
に
つ
き
調
査
し
、

斡
旋
し
、
商
議
し
又
説
明
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
献
議
し
、
当
時
外
国
に
迫
ら
れ
て
江
戸
・
兵
庫
・
大
坂
の
開
港
を
承
認
し
た
る
も
、
そ
の
延
期
を

各
国
に
談
判
せ
ん
と
使
節
任
命
中
な
り
け
れ
ば
之
に
つ
き
事
細
か
に
之
に
関
す
る
注
意
の
条
々
を
挙
げ
て
参
政
に
供
し
、
江
戸
に
出
て
は
午
前

に
は
学
問
上
其
他
に
就
い
て
質
問
に
答
へ
、
医
術
其
他
に
つ
い
て
教
へ
た
る
傍
に
午
後
に
は
徳
川
政
府
の
為
に
心
思
を
労
し
、
政
治
上
の
事
柄

カ
キ
モ
ノ

に
就
い
て
は
書
物
に
符
菱
を
張
り
て
当
路
者
の
参
考
に
供
し
た
る
が
、
其
頃
屡
を
起
り
た
る
事
件
に
つ
い
て
政
府
に
忠
告
し
、
時
と
し
て
は
外

国
奉
行
の
役
所
に
出
頭
し
、
安
藤
閣
老
に
面
接
せ
る
こ
と
あ
り
。
一
八
六
一
年
七
月
よ
り
日
本
の
外
国
に
対
す
る
関
係
又
は
外
国
使
臣
相
互
の

関
係
に
つ
き
て
な
ど
、
外
交
上
政
治
上
の
こ
と
に
携
は
り
、
外
国
奉
行
が
シ
ー
ポ
ル
ト
止
宿
の
赤
羽
外
人
接
遇
所
（
今
芝
公
園
わ
き
）
に
来
り

て
シ
ー
ポ
ル
ト
の
意
見
を
求
め
た
る
こ
と
あ
り
。
七
月
末
浪
士
が
英
国
公
使
襲
撃
の
際
な
ど
其
間
に
奔
走
尽
力
し
、
日
本
政
府
に
対
し
て
は
其

後
の
処
分
に
関
し
て
進
言
し
、
之
に
対
し
て
国
内
の
諸
大
小
名
に
対
し
て
諭
示
す
べ
し
と
て
其
案
文
を
安
藤
に
示
し
、
又
「
英
公
使
館
襲
撃
の

歴
史
的
及
び
政
治
的
説
明
」
と
題
す
る
文
を
作
り
て
、
欧
羅
巴
に
発
表
〔
せ
り
〕
・
此
頃
外
人
に
対
す
る
一
般
の
傾
向
は
危
険
甚
き
も
の
あ
り

て
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
宿
所
の
如
き
幕
府
に
は
警
衛
を
盛
に
し
て
保
護
し
怠
り
な
か
り
し
が
、
シ
ー
ポ
ル
ト
の
身
辺
に
は
屡
々
つ
け
狙
ふ
壮
士
も

あ
り
た
り
。
浪
士
が
安
藤
閣
老
を
坂
下
門
外
に
襲
撃
し
た
る
と
き
、
斬
好
状
を
懐
に
し
た
る
、
其
上
安
藤
が
罪
状
を
数
へ
た
る
中
に
シ
ー
ポ
ル

ト
と
い
へ
る
夷
人
に
対
し
日
本
之
政
務
に
携
は
る
様
頼
糸
た
り
と
の
箇
条
も
あ
り
し
程
な
り
ぎ
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
な
ほ
永
く
滞
京
し
て
日
本
政

府
の
外
交
・
政
治
の
顧
問
格
に
て
あ
ら
ん
と
せ
し
が
、
和
蘭
公
使
号
署
旨
。
の
抗
議
も
あ
り
て
、
日
本
政
府
も
心
に
も
な
く
之
を
解
雇
す
る

､
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こ
と
Ｌ
な
り
同
年
十
月
十
七
日
シ
ー
ポ
ル
ト
に
之
を
言
渡
し
、
一
八
六
二
年
の
初
め
シ
ー
ポ
ル
ト
は
遂
に
、
な
ほ
後
来
時
機
を
得
て
日
本
駐
在

の
外
交
官
と
し
て
国
際
場
裏
に
活
動
せ
ん
の
希
望
と
野
心
と
を
抱
き
な
が
ら
日
本
を
去
り
、
之
を
以
て
和
蘭
の
内
閣
及
び
王
に
説
き
た
れ
ど
も

納
れ
ら
れ
ず
。
遂
に
故
国
ウ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
グ
に
退
き
て
余
生
を
送
り
し
内
に
も
日
本
の
遣
欧
使
節
の
た
め
に
仏
蘭
西
の
皇
帝
内
閣
等
に
周
旋
し

た
る
こ
と
あ
り
。
彼
が
生
涯
の
最
後
の
日
ま
で
日
本
を
思
ひ
、
日
本
を
慕
ひ
な
が
ら
に
あ
り
た
り
。

解
説
な
ら
び
に
注
岡
田
靖
雄

本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
医
学
文
化
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
呉
秀
三
先
生
遺
品
目
録
」
に
桑
る
よ
う
に
、
Ｃ
蝿
の
「
寄
稿
誌
及
び
別
刷
り
」
に
《
《
厚
．
印
．

ぐ
．
酸
①
ず
○
匡
巨
且
い
①
旨
目
具
旨
訟
騨
昌
昌
①
舌
冒
昌
唖
号
①
固
く
匿
い
昌
○
昌
号
尉
旨
の
巨
閏
③
国
国
鳥
》
・
の
別
刷
り
が
あ
り
、
ま
た
Ｃ
卸
の
「
自
筆
原
稿
な
ど
」
の
な

か
に
、
前
記
の
も
の
の
タ
イ
。
フ
稿
お
よ
び
本
論
文
の
原
稿
が
あ
っ
た
。
本
論
文
は
日
本
語
で
は
未
発
表
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
Ｃ
四
の
ほ
う
の
別
刷
り

こ
ま
、
↑
《
の
．
ス
。
司
倖
。
。
．
乏
讐
①
ぐ
周
⑦
号
目
）
》
と
出
版
社
名
が
は
い
っ
て
お
り
、
・
ヘ
ー
ジ
数
も
四
一
○
’
四
一
・
一
九
と
は
い
っ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
出
版
物
の

と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
の
『
呉
秀
三
ｌ
そ
の
生
涯
と
業
績
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
二
年
）
の
た
め
の
取
材
の
目
的
で
岩
生
成
一
先
生
の
と
こ
ろ
に
う
か

が
っ
た
と
き
、
あ
る
論
文
の
文
献
と
し
て
一
九
二
九
年
の
頁
タ
ヴ
ィ
ア
学
芸
協
会
記
念
号
』
再
旬
駕
宮
且
①
一
月
旬
５
国
く
胃
呂
の
ｇ
ｏ
ｏ
扇
９
名
く
画
目

尻
負
目
異
２
８
タ
『
⑦
言
ｇ
唖
。
冒
弓
①
己
）
に
呉
先
生
の
論
文
が
の
っ
て
い
る
と
あ
る
が
そ
の
論
文
は
未
見
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
た
．
そ
れ
が
、
こ
の
別
刷
り
に
な
っ

て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
か
か
げ
る
論
文
は
、
ド
イ
ツ
語
訳
の
た
め
の
日
本
語
初
稿
と
か
か
れ
て
い
る
の
で
、
一
九
二
八
年
か
一
九
二
九
年
の
も
の
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
先
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
シ
ー
ボ
ル
ト
伝
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

原
稿
の
第
一
・
ヘ
ー
ジ
は
写
真
と
し
て
か
か
げ
た
。
頭
初
に
「
乞
叱
正
」
と
あ
る
の
で
、
だ
れ
か
に
目
を
と
お
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
、
あ
る
い
は
ド
イ

ツ
語
訳
を
担
当
し
た
人
に
わ
た
し
た
も
の
か
。
字
は
あ
と
に
な
る
と
、
走
り
書
き
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
、
あ
と
か
ら
挿
入
し
た
句
が
地
の
文
章
と
は
そ
の

ま
ま
に
は
つ
な
が
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日
本
語
と
し
て
は
完
成
稿
で
は
な
い
．
ま
た
、
翻
訳
し
て
も
ら
う
た
め
の
文
章
で
あ
る
の
で
「
当
時
の
町
年
寄
（
市

ウ
ダ
ガ
ワ
ヨ
ー
ア
ン

長
）
」
と
い
っ
た
半
解
説
的
表
現
も
象
ら
れ
、
ま
た
人
名
に
は
す
べ
て
「
宇
田
川
椿
庵
」
な
ど
と
、
す
ぐ
に
ロ
ー
マ
字
化
で
き
る
表
記
法
で
仮
名
が
ふ
ら
れ
て

い
る
（
た
だ
し
、
本
稿
で
は
振
り
仮
名
は
一
部
分
を
の
ぞ
い
て
省
略
し
た
）
．

と
く
に
走
り
書
き
の
呉
先
生
の
字
は
、
よ
ぶ
と
り
に
く
い
。
判
読
の
困
難
な
箇
所
は
、
先
生
が
か
か
れ
た
シ
ー
ボ
ル
ト
関
係
の
他
論
文
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
文

を
参
照
し
て
判
読
し
た
が
、
そ
れ
で
も
よ
み
と
れ
ぬ
字
が
の
こ
っ
た
。
ま
た
、
〔
〕
を
つ
か
っ
た
部
分
は
、
呉
先
生
の
文
章
が
不
完
全
と
お
も
わ
れ
る
部
分

を
岡
田
が
お
ぎ
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
名
の
生
没
年
に
は
誤
り
が
目
に
つ
く
（
ド
イ
ツ
語
文
で
も
）
の
で
、
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
』

１
１

別
刷
り
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
わ
た
し
の
『
呉

が
っ
た
と
き
、
あ
る
論
文
の
文

串
吟
員
巨
鴛
の
臣
⑦
旨
夛
之
⑦
言
①
画
切
○
ぽ
い
ｏ
ｐ
Ｑ
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に
よ
り
一
部
分
訂
正
し
た
が
、
そ
の
目
で
象
る
と
こ
ち
ら
に
も
誤
り
が
か
な
り
あ
る
。

こ
の
論
文
が
か
か
れ
て
か
ら
す
で
に
五
三
、
四
年
た
っ
て
お
り
、
そ
の
間
に
シ
ー
ボ
ル
ト
研
究
は
お
お
き
く
す
す
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
呉
先
生
の
か
か

れ
た
こ
と
で
現
在
は
っ
き
り
誤
り
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
を
注
に
と
り
あ
げ
た
〕

ま
た
、
原
論
文
原
稿
の
校
定
お
よ
び
注
つ
け
に
つ
い
て
は
、
順
天
堂
大
学
医
史
学
研
究
室
酒
井
シ
ヅ
さ
ん
の
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
本
稿
の
誤
り
が
い
く

ら
か
で
も
へ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
そ
れ
は
酒
井
さ
ん
の
ご
助
力
に
よ
る
が
、
全
体
は
岡
田
の
責
任
で
ま
と
め
た
。
ド
イ
ツ
語
文
の
ほ
う
は
本
号
の
巻
末
に
か
か

げ
た
が
、
そ
の
校
正
は
酒
井
さ
ん
が
う
け
も
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
１
）

（
２
）

Ｒ
”
凰
吻
①
自
画
呂
号
日
国
Ｏ
庁
号
“
“
○
頓
日
豐
、
つ
ま
り
「
江
戸
参
府
紀
行
」
の
こ
と
。

小
關
三
英
の
姓
は
「
こ
せ
き
」
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
か
れ
は
長
崎
に
い
っ
た
こ
と
も
シ
ー
ボ
ル
ト
に
入
門
し
た
こ
と
も
な
い
こ
と
は
、
山
形
敞
一

「
医
師
と
し
て
の
シ
ー
ボ
ル
ト
」
（
日
本
医
史
学
雑
誌
、
第
二
○
巻
第
一
号
、
一
九
七
四
年
）
お
よ
び
山
形
敞
一
「
小
関
三
英
覚
書
」
（
同
誌
、
第
二

五
巻
第
三
号
、
一
九
七
九
年
）
な
ど
が
指
摘
し
て
い
る
．

こ
こ
は
原
稿
の
欄
外
に
、
「
人
名
ノ
洋
字
ハ
シ
ー
ポ
ル
ト
ノ
記
七
シ
侭
ヲ
ア
ヶ
タ
リ
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
一
字
ょ
象
と
れ
な
い
が
、
こ
の
部
分
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
語
は
《
《
い
①
旨
①
〆
の
旨
昌
冒
冨
の
号
旦
四
忌
日
吻
呂
の
昌
層
員
の
い
〕
》
と
あ
る
。

こ
こ
で
も
一
宇
よ
承
と
れ
な
い
が
、
こ
の
部
分
に
相
当
す
る
ド
イ
ツ
語
は
庚
冒
冒
簡
①
副
Ｎ
ａ
二
房
目
島
①
ｚ
騨
号
こ
旨
⑦
旨
》
》
と
あ
る
。

登
與
助
は
川
原
慶
賀
の
通
称
で
あ
る
。

こ
こ
は
、
西
洋
医
学
を
学
び
し
最
初
の
女
医
、
と
か
く
べ
き
だ
ろ
う
。
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